■クラス名


org.simBio.bio.oka_et_al_2006.function.RateConstantCaGate
■生理学的名称


時定数と濃度応答曲線から反応速度定数を決定する
■機能
時定数と濃度応答曲線の実験値から2状態遷移モデルを仮定した場合の反応速度定数を決定する。
■解説
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(Schema 1)
Schema 1のような2状態遷移モデルにおいて、Open状態の存在確率をyとすると、定常状態でのyの値は式(1)で表される。また時定数は式(2)で表される。
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(2)

逆にy∞とがわかれば、速度定数,は式(3)で決定できる。
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■作業者
岡千晶
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